
【美術】 

〜ClassPad.net の授業⽀援機能を活⽤する〜 
作品発表を通じて、⽣徒の成⻑を促す授業 

感想を送り合い、⽣徒相互での成⻑を促す。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発表で話して欲しい項⽬をテキスト
ふせんにまとめ、授業⽀援機能で⽣
徒に送信し、常に参照できるように
する。 
 
 
 
 
 
⽣徒の作品写真を事前にカメラふせ
んやファイルふせんで⽤意し、電⼦
⿊板やプロジェクターで提⽰する。
教員は、⽣徒の発表の様⼦を動画で
撮影する。⽣徒には、クラスメート
の作品を鑑賞した感想をテキストふ
せんに書き込ませ、発表した⽣徒に
授業⽀援機能で送らせる。 
 

 

概要の説明 
完成した作品を発表する、クラスメート
の作品を鑑賞して感想を送り合うといっ
た授業の流れを伝える。 
 
 
 
 
 
発表の仕⽅のレクチャー 
どんな⾵に発表するのかを説明、実演す
る。 
 
 
 
 
 
 
発表・鑑賞の進⾏ 
クラスメートの前でひとりずつ（または
グループ単位で）作品発表を⾏う。 
鑑賞者は、作品を⾒た感想をテキストふ
せんに書き込み、発表者に送る。 
 

ClassPad.net での操作 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：クラスメートの発表から、他者を認め、学び合う気持ちを育む。 
⽣徒向けの⽬標：制作物の発表を通して制作意図・プロセスを他者に伝えるプレゼンスキルを磨く

とともに、クラスメートの作品から学びになる点を確認する。 
        表する。クラスメートの作品で学びになる点を確認する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・評価／評定を効率化：提出されたワークシートの内容を教員が⾒て、⽣徒の学習の深まりを確認、評           

価するという⼿順を、すべて ClassPad.net 上で完結できる。教員から⽣徒へ
の評価だけでなく、⽣徒から⽣徒への評価も可視化され、お互いへの助⾔や課
題の指摘を共有しやすくなる。 
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授業の流れ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ワークシートを貼り付けたファイル
ふせんを授業⽀援機能で配布し、⼿
描き機能で記⼊させた後、授業⽀援
機能で回収する。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
発展課題はテキストふせんに記載さ
せ、授業⽀援機能で回収する。回収
したものには、アドバイスやコメン
トをつけて返却するとよい。 
また、「【永久保存版】美術作品 鑑
賞の仕⽅【儒烏⾵亭らでん/ホロライ
ブ/切り抜き/hololive】」の URL
（https://www.youtube.com/watch?v
=uV4WL6-QM60）を貼り付けたリ
ンクふせんを⽣徒に共有し、視聴を
促す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークシート記⼊ 
今⽇の⾃分の発表や、鑑賞を振り返り、ワ
ークシートを記⼊する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
クラスメートの作品や、他のクラスの⽣徒
の完成作品を、ClassPad.net 内のフォルダ
でいつでも閲覧できることを知らせる。 
また、発展的な課題として、step3 でクラ
スメートから送られた感想やアドバイスを
もとに、次回作品の⽬標を⽴ててもらう。 
さらに、鑑賞をより楽しく深いものにする
上で⼤切なことを⽰した動画を紹介する。 
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